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は
じ
め
に

賀
茂
真
淵
(
寄
'
回
選
〉
は
、
古
代
か
ら
平
安
に
か
け
て
の
古
典
籍
の
注
釈
だ

け
で
な
く
、
和
歌
の
創
作
も
行
う
な
ど
多
く
の
著
作
安
残
し
た
国
学
者
で
あ
る
。

中
で
も
万
葉
集
に
高
い
関
心
を
持
ち
研
究
を
重
ね
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
そ

の
代
表
と
さ
れ
る
著
作
が
万
葉
集
の
全
注
釈
書
で
あ
る

3
4来
考
』
二
十
巻
で
あ

る
。
特
徴
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
万
葉
集
の
成
立
に
関
す
る
視
点
か
ら
現
行
の
万
葉

集
の
巻
一
か
ら
巻
六
を
、
吋
万
葉
考
』
で
は
巻
一
・
巻
二
・
巻
十
三
・
巻
十
一
・

巻
十
ニ
・
巻
十
四
と
改
め
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
万
葉
集
の
巻
序
を
改

め
る
と
い
う
新
し
さ
は
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
経
緯
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る

と
は
言
い
難
い
。
巻
序
に
対
す
る
意
識
の
罪
選
を
探
る
こ
と
は
、
真
淵
の
万
葉
集

に
対
す
る
研
究
の
根
幹
に
帯
、
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ぞ
れ
安
明
ら
か

に
し
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
自
筆
稿
本
と
版
本
の
詳
細
な
比
較
検

討
が
有
効
で
あ
る
。
『
万
葉
考
』
を
始
め
と
し
た
自
筆
稿
本
で
は
、
捻
敵
の
あ
と

を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
版
本
だ
け
で
は
な
く
、
自
筆
稲
本
か
ら
注
釈
の
推
移
な

ど
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
場
序
を
改
め
る
に
至
る
経
緯
が
明
ら
か
に
な
る
と
考
え

る
。
本
稿
は
そ
の
前
段
階
と
し
て
現
時
点
で
の
資
料
整
理
及
ぴ
い
く
つ
か
の
間
題

点
の
整
理
を
行
い
、
今
後
の
調
査
に
向
け
て
の
足
が
か
り
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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『
万
第
考
」
の
巻
序
意
畿

『
万
葉
考
」
は
、
総
論
に
あ
た
る
「
万
葉
集
大
考
」
に
は
じ
ま
り
、
巻
ご
と
の

注
釈
、
更
に
巻
六
ま
で
は
別
記
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
(
巻
七
以
降
の
別
記
は
、

巻
十
四
以
外
、
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
。
)
真
淵
が
直
接
書
き
表
し
た
も
の
は
巻

一
か
ら
巻
六
ま
で
で
あ
る
。
真
淵
の
死
後
、
巻
七
以
降
は
狛
諸
成
が
中
心
と
な

り
、
真
淵
の
草
稿
を
も
と
に
複
数
の
門
下
の
弟
子
た
ち
に
よ
り
筆
が
加
え
ら
れ

刊
行
に
至
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
巻
七
序
に
狛
諸
成
が
詳
細
を
述
べ
て
い
る
。

真
淵
が
『
万
葉
考
』
に
取
り
か
か
り
始
め
た
時
期
は
、
宝
暦
九
(
同
説
明
)
年

ご
ろ
か
と
言
わ
れ
る
。
『
万
葉
考
』
の
「
万
葉
集
大
考
」
の
末
尾
に
記
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
宝
暦
十
(
吋

g)年
に
巻
で
こ
と
同
別
記
は
脱
稿
し
た
と
思
わ

れ
る
。
巻
一
・
ニ
と
同
別
記
は
脱
稿
以
後
も
加
筆
を
し
、
上
記
三
巻
は
明
和
五

(弓
S)
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
翠
年
の
明
和
六
年
に
真
淵
は
亡
く
な
る
が
、
吋
万

葉
考
』
巻
六
ま
で
は
生
前
に
原
稿
の
整
理
を
終
え
て
い
る
。
巻
三
か
ら
巻
六
ま

で
と
同
別
記
は
没
後
の
刊
行
で
あ
る
。
巻
七
以
下
は
写
本
で
伝
え
ら
れ
て
お
り
、

二
O
巻
全
部
が
活
字
に
な
っ
た
の
は
明
治
以
後
の
全
集
に
よ
る
。
『
万
葉
考
』
巻

七
以
降
は
狛
諸
成
ら
が
筆
を
加
え
て
い
る
た
め
、
純
粋
に
真
淵
の
著
書
と
は
言

え
な
い
〈
1
〉。

古
持
淵
の
万
葉
研
究
に
お
け
る
大
き
な
特
徴
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
万
葉
集
の

成
立
・
編
纂
に
関
す
る
見
解
に
あ
る
。
通
行
本
の
巻
一
・
巻
二
・
巻
十
三
・
巻

十
-
・
巻
十
一
一
・
巻
十
四
を
本
来
の
古
撰
万
策
集
と
捉
え
、
そ
の
他
の
巻
は
万

葉
集
で
は
な
い
と
し
た
。
こ
れ
は
「
万
葉
集
大
考
」
(
く
さ
/
¥
の
考
「
集
の

名
」
)
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
有
て
此
集
今
は
ニ
十
巻
あ
れ
ど
、
実
に
は
一
・
二
の
巻
と
今
の

十
三
・
十
で
十
二
・
十
四
の
巻
ぞ
、
本
の
一
一
一
・
四
・
五
・
六
の
巻
に
て
此
六
つ
巻
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を
万
葉
集
と
は
名
つ
け
ら
れ
し
物
と
す
〔
「
万
葉
集
大
考
」
「
賀
茂
真
淵
全

集
』
第
一
巻
続
群
書
類
従
完
成
会
十
四
頁
〕

で
」さ
とら
項に
甲続
τ1、
立てマ、

五棋
王巷
りと
よス再

益事
すレ

o ---， 

万
葉
集
大
考

は

巻
の
っ
し、

巻
々
の
体
古
き
新
き
有
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
年
月
の
次
も
い
と
乱
れ
て
見

ゅ
、
故
に
深
く
考
へ
て
、
今
あ
ら
た
め
正
す
こ
と
左
の
如
し
、
で
ご
〔
今

に
岡
、
〕
一
一
一
〔
今
の
十
一
一
一
〕
四
・
五
〔
今
の
十
プ
十
二
〕
六
〔
今
の
十
四
〕
、

是
ま
で
を
万
葉
と
す
、
七
〔
今
の
十
〕
八
〔
今
の
七
〕
九
〔
今
の
五
〕
十

〔
今
の
九
〕
十
一
〔
今
の
十
五
〕
十
一
一
〔
今
の
入
〕
十
一
一
一
〔
今
の
四
〕
十
四

〔
今
の
三
〕
十
五
〔
今
の
六
〕
十
六
〔
今
に
同
〕
十
七
〔
同
〕
十
八
〔
同
〕

十
九
〔
同
〕
二

O
〔
同
〕
、
右
の
七
よ
り
下
は
家
々
の
歌
集
に
て
、
万
葉
に

あ
ら
ず
、
此
事
委
し
く
は
別
記
に
見
ゅ
、
〔
「
万
葉
集
大
考
」
「
賀
茂
真
淵
全

集
』
第
一
巻
群
書
類
従
刊
行
会
十
五
頁
〕

右
に
見
る
よ
う
に
、
先
に
あ
げ
た
六
巻
を
古
撰
万
葉
と
し
、
他
は
家
々
の
歌
集

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
『
万
葉
考
』
巻
一
か
ら
巻
六
ま
で
は
新
巻
序

に
よ
る
注
釈
で
あ
る
。
真
淵
が
万
葉
集
中
で
も
っ
と
も
古
い
原
形
と
し
て
特
に
力

を
注
い
だ
部
分
と
言
え
る
。

自
筆
稿
本
と
し
て
は
、
天
理
大
学
図
書
館
所
蔵
保
坂
潤
治
旧
蔵
の
『
万
葉
考
』

(
巻
て
二
)
が
あ
る
〈
2
〉
。
こ
ち
ら
は
草
稿
本
に
あ
た
る
と
さ
れ
、
墨
で
消
す
、

白
墨
で
塗
抹
し
た
上
か
ら
書
き
改
め
、
貼
り
紙
に
よ
る
書
き
加
え
等
が
見
ら
れ
、

は真
、淵

注の
釈自
を筆
加と
~考
ム ヨ陶

磨S
警 Z
VJ 

雲こ
~~の

日皇
ユ;稿

或?を
のト
ょっ
λ Uミ

ιて
再千
き回
れ氏
ての
い調
る査
。で

2渇

稿
本
で
は
、
語
句
の
註
釈
に
当
っ
て
、
他
の
巻
の
語
句
を
引
用
す
る
際
に

は
、
流
布
本
の
巻
名
で
挙
げ
て
い
る
の
を
、
版
本
で
は
全
部
、
真
淵
の
新

規
並
べ
た
巻
名
で
挙
げ
て
い
て
、
彼
の
新
見
解
を
徹
底
的
に
披
渥
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
一
例
だ
け
示
す
と
、

ウ
ナ
、
一
ヌ
ハ

(2)
海
原
波
、
き
て
大
き
な
る
水
を
ば
海
と
い
ふ
は
、
制
ヨ
に
猟
路
地

に
(
人
麿
)
、
皇
神
者
神
爾
之
坐
者
真
木
之
荒
山
中
ん
小
海
成
可
聞
(
稿
本
)

大
水
を
海
と
も
い
へ
る
例
有
が
中
に
樹
刑
剛
、
猟
路
池
に
て
人
万
目
、

ウ
ミ
ヲ
ナ
ス
カ
モ

す
め
ろ
ぎ
は
神
に
し
ま
せ
ば
真
木
の
立
、
あ
ら
山
中
に
海
成
可
聞
と
よ

め
る
是
也
〈
3
〉

右
の
例
は
万
葉
集
二
番
歌
、
針
明
天
皇
作
と
さ
れ
る
歌
へ
の
注
釈
で
あ
る
。
真

淵
は
、
訓
や
語
句
の
説
明
の
際
に
は
、
『
万
葉
集
ト
に
と
ど
ま
ら
ず
、
『
記
・
紀
」

や
『
延
点
目
式
』
な
ど
を
用
い
て
注
釈
を
加
え
て
い
る
。
引
用
に
際
し
、
巻
が
稿
本

と
版
本
と
で
修
正
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
一
カ
所
の
み
で
あ
る
と
も
指
摘
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
統
一
性
の
粛
さ
か
ら
、
巻
の
表
記
に
は
一
段
と
注
意
を
払
っ
て

い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
草
稿
で
は
巻
表
記
を
通
行
本
で
記
し
て
い
る
た
め
、
こ
の

時
点
で
は
巻
序
を
改
め
る
こ
と
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ

長
年
に
渡
り
万
葉
集
の
研
究
を
重
ね
て
き
た
真
淵
に
と
っ
て
、
突
如
と
し
て
巻
序

を
改
め
る
と
思
い
至
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
そ
こ
で
『
万
葉
考
』
以
前
の
著
作
を

遡
り
、
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。



『
万
葉
考
』
と
『
万
禁
解
』

真
淵
の
万
葉
集
に
関
す
る
著
作
を
、
時
系
列
で
並
べ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

〈

4
〉。
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寛
保
二
年
(
】
吋
お
)

延
享
四
年
(
同
誌
吋
)

寛
延
二
年
(
勾
お
)

宝
暦
一
一
年
(
同
誌
)

宝
暦
七
年
(
同
滋
司
)

宝
暦
十
年
(
H
吋
g)

明
和
三
年
(
可
申
白
)

明
和
五
年
(
H
U
1
8
)

(
四
六
歳
)

(
五
一
歳
)

(
五
三
歳
)

〈
五
六
歳
)

(
六
一
歳
)

(
六
四
歳
)

(
七
十
歳
)

(
七
二
歳
)

万
葉
集
遠
江
歌
考

冠
辞
解

万
葉
解
〈
5〉

万
葉
新
採
百
首
解

冠
辞
考

万
葉
考
(
巻
一
・
二
・
同
別
記
)

万
葉
集
竹
取
翁
歌
解

万
策
考
(
巻
一
ニ
・
四
・
五
・
六
・
向
別
記
)

と
く
に
吋
万
葉
考
』
と
燃
が
り
が
み
え
る
も
の
が
、
寛
永
二
年
成
立
の
吋
万
葉

壁
で
あ
る
。
『
万
葉
控
は
「
万
葉
解
序
」
「
万
葉
解
通
釈
井
釈
例
」
「
万
禁
解

上
」
を
ま
と
め
た
総
称
を
い
う
〈
6
〉。

成
立
事
情
は
「
万
葉
解
適
釈
芽
釈
例
」
に
真
淵
が
記
し
て
い
る
が
、
上
野
寛
永

寺
の
妙
法
官
の
依
頼
を
、
つ
け
て
書
き
著
し
た
も
の
で
あ
る
。
起
筆
は
寛
延
元
年

(
勾
お
)
で
震
に
献
上
し
た
の
は
寛
延
二
年
三
月
で
あ
る
。

「
万
葉
解
序
」
「
万
葉
解
渇
釈
井
釈
例
」
の
写
本
は
、
東
洋
文
庫
(
岩
崎
文
庫
)
、

国
立
国
会
図
書
館
、
聖
心
女
子
大
学
、
無
窮
会
(
神
宮
文
庫
)
が
あ
り
、
東
洋
文

庫
本
は
自
筆
稿
本
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
「
万
葉
解
上
」
に
つ
い
て
は
自
筆
の
も
の

が
国
立
国
会
図
書
館
に
一
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。

〔
万
葉
解
序
」
は
、
全
体
の
序
文
に
相
当
し
、
藤
原
定
家
ら
万
葉
集
研
究
に
つ

い
て
述
べ
て
い
る
「
万
禁
解
濁
釈
井
釈
例
」
は
万
葉
集
の
概
略
に
は
じ
ま
り
、
名

義
、
作
者
!
時
代
、
部
類
、
巻
序
、
諸
本
、
今
本
の
錯
乱
、
音
韻
、
冠
辞
、
長

歌
な
ど
が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
万
葉
解
上
」
で
は
巻
一
の
一
番
歌
か
ら

二
七
番
歌
ま
で
の
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

吋
万
葉
解
遇
釈
弁
釈
例
」
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
る
が
、
既
に
巻
ご
と
の
撰
者

や
家
集
で
あ
る
巻
の
想
定
、
時
代
区
分
等
に
強
い
関
心
が
あ
る
こ
と
が
み
え
る
。

巻
序
に
つ
い
て
も
、
通
行
本
の
巻
十
六
を
巻
五
と
類
す
る
と
記
し
て
お
り
、
他
に

も
巻
序
に
対
す
る
言
及
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
以
外
で
も
「
万
葉
集
大
考
」
と
共

通
す
る
点
が
見
受
け
ら
れ
、
前
身
と
な
る
部
分
が
既
に
成
立
し
て
い
た
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。
次
に
「
万
禁
解
上
」
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
、
具
体
的
な
注
釈
例
と

し
て
、
同
じ
一
一
番
歌
を
参
照
し
た
い
。

海
原
波
一
京
一
京
、
こ
れ
は
此
山
下
に
大
池
あ
る
に
群
鴎
の
立
居
す
る
景
を
よ

ま
せ
給
へ
り
、
古
へ
は
潮
海
な
ら
で
も
大
水
を
は
海
と
も
い
へ
り
、
矧
剖

巻
長
皇
子
遊
猟
路
池
之
時
人
ま
ろ
歌
に
皇
者
神
保
之
坐
者
真
木
之
立
鷺
山

中
一
命
海
成
可
聞
、
(
略
)
(
「
万
禁
解
上
二
万
葉
控
賀
茂
真
淵
全
集
第
六

巻
三
四
頁
)

右
に
み
え
る
よ
う
に
、
語
の
解
釈
、
引
用
の
歌
と
も
に

F
4来
考
』
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
。
ま
た
、
巻
の
表
記
に
つ
い
て
も
通
行
本
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
万
葉
解
上
」
の
異
な
る
点
は
、
右
に
引
用
し
た
部
分
に

つ
づ
き
営
勝
令
な
ど
更
に
多
く
の
例
を
挙
げ
て
注
釈
を
加
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

27 



る
。
『
万
葉
集
』
の
自
筆
稿
本
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
推
磁
を
続
け

る
こ
と
で
形
式
が
整
っ
て
い
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
「
万
葉
解
上
」
で

は
こ
の
項
目
だ
け
で
は
な
く
、
『
万
葉
考
』
と
通
じ
る
注
釈
を
複
数
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
『
万
葉
考
』
の
草
稿
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
注
釈
内
容
の
変
化
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う

〈

7
〉。

ま
と
め
に
か
え
て

資
料
と
先
行
研
究
を
確
認
す
る
こ
と
で
い
く
つ
か
の
手
順
を
明
雄
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
『
万
葉
考
』
に
お
い
て
は
、
草
稿
は
通
行
本
の
巻
を
使
用
し
、
清
書

に
際
し
て
新
巻
序
と
し
て
い
た
仮
説
が
立
て
ら
れ
る
。
そ
の
立
証
に
は
当
然
な
が

ら
『
万
葉
考
』
自
筆
稿
本
と
版
本
の
つ
き
あ
わ
せ
が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
『
万

葉
解
』
の
自
筆
稿
本
と
版
本
の
比
較
の
後
、
『
万
葉
解
』
と
『
万
葉
考
』
の
注
釈

内
容
の
検
討
も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
最
後
に
本
居
笈
長
と
の
質
疑
応
答
で
知
ら

れ
る
事
刀
葉
集
関
目
』
に
つ
い
て
も
参
照
す
べ
き
資
料
で
あ
る
と
と
を
書
急
添
え

て
お
く
。

4 〈
註
〉
*
旧
字
及
び
異
体
字
は
適
定
改
め
た
。

〈1
〉
『
万
葉
考
』
の
稿
本
・
版
本
、
出
版
事
情
に
つ
い
て
は
、
弥
富
破
摩
雄
「
近
世
文
学
之

研
君
、
久
松
潜
一
『
万
葉
研
究
皐
等
を
参
考
に
し
た
。

〈2
〉
『
万
葉
考
』
の
自
筆
稿
本
に
つ
い
て
、
千
田
憲
氏
は
(
「
著
者
自
筆
の
「
万
葉
考
」
稿
本

に
就
い
て
」
『
ピ
プ
リ
ア
』
回
号

5
g年
5
月
)
に
お
い
て
東
京
大
学
図
書
館
蔵
本

の
存
在
を
記
す
も
、
『
万
葉
考
』
解
説
に
よ
れ
ば
焼
失
資
料
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
古

書
即
売
会
に
、
万
葉
考
の
自
築
本
が
出
品
さ
れ
た
と
あ
る
が
そ
の
本
の
所
在
は
不
明
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
確
認
が
急
が
れ
る
。

〈3
〉
千
田
氏
(
前
掲
論
文
)
、
傍
線
は
本
稿
筆
者
に
よ
る
挿
入

〈4
〉
表
は
大
田
善
麿
「
解
題
・
略
宰
衣
」
『
裡
温
大
系
論
説
界
空
白
神
道
二
』
、
井
上
豊
『
賀

茂
真
淵
の
業
績
と
門
流
』
、
三
枝
康
高
「
賀
茂
真
淵
略
年
表
」
『
賀
茂
真
淵
伝
』
を
参
考

仁
し
た
。
な
お
、
成
立
時
と
し
て
お
り
刊
行
時
で
は
な
い
。

2酒

〈5
〉
な
お
、
無
窮
会
本
識
語
に
は
コ
焼
事
四
年
一
止
九
日
真
淵
師
に
得
て
写
之
」
と
あ
る
。

『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
六
巻
吋
万
葉
佳
解
説
七
E

ハ
頁
参
照
。

〈6
〉
写
本
で
は
、
「
万
禁
解
序
」
「
万
葉
解
通
釈
井
釈
例
」
と
「
万
禁
解
上
」
が
別
に
存
在
し

三
部
が
そ
ろ
っ
た
も
の
が
な
い
と
の
こ
と
だ
か
井
上
豊
氏
に
な
ら
い
三
部
を
ま
と
め

る
。
他
成
立
事
情
な
ど
詳
細
は
井
上
堂
『
賀
茂
真
淵
の
業
績
と
門
流
」
を
参
照
の
こ
と
。

〈7
〉
「
万
葉
考
」
の
総
説
部
に
あ
た
る
と
こ
ろ
が
本
書
に
み
え
る
な
ど
、
草
稿
と
し
て
の
機

能
を
小
山
正
(
『
賀
茂
真
淵
伝
』
)
ら
が
言
及
し
て
い
る
。

参
考
文
献
v

『
賀
茂
真
淵
全
集
』
第
一
巻
1
第
六
巻
続
群
書
類
従
完
成
会
忌
羽
年
i
H留
農
・

司
神
道
大
系
論
説
篇
一
一
十
回
復
古
神
道
(
二
)
賀
茂
真
淵
』
神
道
大
系
編
纂
会

巴
お
年

弥
富
破
摩
雄
『
近
世
文
学
之
研
究
』
素
人
社
書
屋

sa年

久
松
潜
一
『
万
葉
研
究
史
』
要
書
房

S
S年

小
山
正
『
賀
茂
真
淵
伝
』
世
界
聖
典
刊
行
協
会

5
8年

三
枝
康
高
『
賀
茂
真
淵
』
吉
川
弘
文
館
巴
巴
年

井
上
盤
「
賀
茂
真
淵
の
業
績
と
門
流
』
風
間
書
房

5
8年



河
野
頼
人
吋
万
葉
学
研
究
・
近
世
』
桜
楓
社

原
雅
子
『
賀
茂
吉
日
淵
孜
』
和
泉
書
院

N
O
ロ
年

中
村
幸
彦
吋
万
葉
考
」
自
筆
の
一
稿
本
」
『
寓
業
』
N
O
号

5
g年
叶
月

千
田
憲
「
著
者
自
筆
の
「
万
葉
考
」
稿
本
に
就
い
て
」
『
ピ
ブ
リ
ア
』

5
号

s
g年

[研究ノート1賀茂真淵『万葉考J新議序の意識 自筆稿本調査に向けてー

呂
町
喧
年
同
O

月

一
一
周
畑
忠
雄
「
万
葉
集
の
時
代
区
分
」
「
寓
葉
」
第
法
号

5
8年
同
月

河
野
頼
人
「
万
葉
集
の
歌
の
排
列
と
「
万
葉
考
」
|
注
釈
の
基
盤
に
あ
る
も
の

|
」
『
北
九
州
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
包
号
忌
信
年
同
N
月

大
久
間
喜
一
郎
「
契
沖
と
賀
茂
真
淵
の
万
葉
集
研
究
」
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』

第
巴
巻
M

号

巴

忽

年
N

月

回
中
文
雅
吋
構
取
魚
彦
の
万
葉
集
研
究

l
も
う
一
つ
の
万
葉
考

l
」
門
就
実
話

文
』
第
N
H
号

N
O
D
O
年
巳
月
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